
癌を予防することは難しいかもしれないのですが、早期診断を可能に
すれば、人類の幸せに大きく貢献できると思います。私たちが理想と
する有機化合物の例を挙げます。
人間に投与してMRI を測定すると、
１　癌組織が存在すると、その部分だけが画像として撮影されます
２　幸せにして癌組織がないと、何も写りません
こんな有機分子を設計し、実際に合成し、どの程度有効に働くか評価
しています。

植物は我々の身の周りでさまざまな造形を見せてくれます。それらの多くのものは
生物の構成単位である細胞の形に基づいています。実際に植物の表面を走査電子顕
微鏡で観察すると、変化に富んだ細胞の形を見ることができます。このような細胞
の形はどのようにして作られるのでしょうか。本講演では、シロイヌナズナの根毛
細胞をモデルケースとして、植物細胞の形づくりを制御する分子メカニズムの一端
を紹介します。  

私たちの身の回りにある金属は、高い電気伝導性や美しい光沢
など独特の性質をもち、様々な分野で利用されています。それ
では、金属をどんどん小さくしていっても、私たちが知ってい
る金属の性質を示すのでしょうか？本講演では、ナノメートル
という微小世界における金属の合成方法やユニークな性質につ
いてご紹介します。 Langmuir, 28, 9021 (2012) (American Chemical Society)
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普段は見えない
植物の顔 !

癌を見つける
有機化合物 !?

微小世界で激変する
金属の性質！


